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学
び
を
生
活
に
生
か
す
と
い
う
書
写
の
ね
ら
い
を
達
成

す
る
に
は
、
毛
筆
学
習
と
硬
筆
学
習
の
連
携
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
書
写
の
授
業
は
ど
う
し
て
も
毛
筆
学
習

に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
、
硬
筆
学
習
に
十
分
な
時

間
が
割
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
考
案
し
た
の
が
、
教
科
書
に

完
全
準
拠
し
た
「
書
写
ブ
ッ
ク
」
で
す
。

　
「
書
写
ブ
ッ
ク
」
は
、
毛
筆
教
材
と
同
じ
学
習
要
素
を
も

つ
硬
筆
課
題
を
豊
富
に
揃
え
て
い
る
こ
と
と
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
使
え
る
扱
い
や
す
さ
が
特
徴
で
す
。「
書
写
ブ
ッ

ク
」
を
使
え
ば
、
国
語
の
授
業
の
中
で
も
朝
の
帯
学
習
の

時
間
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
で
充
実
し
た
書
写
の
学

び
が
実
現
し
ま
す
。

使
用
法
①

本
編
と
関
連
づ
け
て
使
用
す
る

　

本
編
は
、「
❶
考
え
よ
う
」「
❷
確
か
め
よ
う
」「
❸
生
か

そ
う
」
と
い
う
学
び
の
サ
イ
ク
ル
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

「
❸
生
か
そ
う
」
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て
知
識
・
技
能
の
定

着
を
図
る
の
が
、「
書
写
ブ
ッ
ク
」
の
主
な
役
割
で
す
。

　

活
用
の
際
は
、
必
要
に
応
じ
て
本
編
と
相
互
に
行
き
来

し
な
が
ら
堅
実
に
学
習
を
進
め
る
こ
と
を
想
定
し
て
く
だ

さ
い
。
と
く
に
、
中
学
校
か
ら
始
ま
る
行
書
学
習
で
は
、
小

学
校
の
復
習
的
位
置
づ
け
に
あ
る
楷
書
の
学
習
と
は
異
な

り
、
本
編
と
の
連
携
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

使
用
法
②

Q
R
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す
る

　

生
徒
の
手
元
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
が
あ
れ
ば
、
教
科
書
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
教
科
書
連

動
サ
イ
ト
「
広
が
る
学
び
深
ま
る
学
び
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、

毛
筆
実
技
の
ほ
か
、
姿
勢
・
執
筆
に
関
す
る
動
画
を
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
書
写
ブ
ッ
ク
」
を
使
用
す
る
際

に
は
、
常
に
視
聴
す
る
よ
う
に
し
て
、
正
し
い
姿
勢
・
執
筆

に
対
す
る
意
識
を
も
っ
て
学
習
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

使
用
法
③

学
習
の
成
果
を
確
認
す
る

　

こ
れ
ま
で
の
書
写
学
習
の
成
果
を
確
認
す
る
た
め
に
「
書

写
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。「
書
写
テ
ス

ト
に
挑
戦
し
よ
う
」（
P
20
）
は
、
学
校
の
定
期
テ
ス
ト
や

高
校
入
試
、
各
種
学
力
調
査
等
に
お
け
る
書
写
に
関
す
る

問
題
へ
の
対
策
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
習
成
果

が
不
十
分
な
場
合
は
、
本
編
の
関
連
ペ
ー
ジ
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
確
か
め
直
し
ま
し
ょ
う
。「
年
賀
状
を
書
こ
う
」

（
P
26
）
か
ら
は
、
生
活
に
お
け
る
実
際
の
書
字
活
動
の
場

に
お
い
て
、
行
書
学
習
の
成
果
を
試
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
版
『
中
学
書
写
』
は
、
本
編
と
、
取
り
外
せ
る
「
書
写
ブ
ッ
ク
」（
硬
筆
練
習
帳
）
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
試
み
で
あ
る
「
書
写
ブ
ッ
ク
」
の
効
果
的
な
使
い
方
に
つ
い
て
、
編
集
委
員

の
松
本
仁
志
先
生
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

広
島
大
学
大
学
院
教
授
　
松ま

つ

本も
と

仁ひ
と

志し

一
九
六
四
年
︑
千
葉
県
生
ま
れ
︒
専
門
は
書
写

書
道
教
育
︒
光
村
図
書
小
・
中
学
校
﹃
書
写
﹄

教
科
書
編
集
委
員
︒
著
書
に
﹃
筆
順
の
は
な
し
﹄

︵
中
央
公
論
新
社
︶︑﹃﹁
書
く
こ
と
﹂
の
学
び
を

支
え
る
国
語
科
の
展
開
﹄︵
三
省
堂
︶
な
ど
︒

新
版
『
中
学
書
写
』

「
書
写
ブ
ッ
ク
」で
学
び
を
深
め
よ
う

P58-59「点画の変化」

P10-11「点画の変化」

●
「
書
写
ブ
ッ
ク
」（
硬
筆
練
習
帳
）

●
教
科
書
（
本
編
）

P20

P22
「書写ブック」の硬筆課題に

取り組み，毛筆での学習を定着させる。

「
教
科
書
」で
文
字
の

整
え
方
を
確
認
す
る
。

「書写ブック」の活用場面

　本編の「③生かそう」と連続させて，授業時間内に使用しま
す。時間が足りなくなることがないように，単元計画や授業計画
は，「書写ブック」を使用するところまでを入れて考えましょう。

書写の授業時間に1

　朝学習や，国語の授業始めなどの帯学習の時間に，本編の事
後学習（復習）として取り組むことができます。「名文を書いてみ
よう」は，文学的な文章における豊かで優れた描写を認識し，書
きながら味わうということばの学びの側面があります。国語の
学習に関連づけて使用するとよいでしょう。

帯学習や国語の授業時間に2

　毛筆学習やインターネットの環境が整っていない場合でも，家
庭学習で使用することができます。昨年度は，新型コロナウイル
ス感染症による自粛期間が長く続きましたが，教師や保護者が
適切に関わることで，他者から認められる喜びを生徒が感じら
れるように配慮したいものです。

家庭学習で3

「書写ブック」の活用場面
特集
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